
FUJIKUBO elementary
school 

藤久保地域拠点
施設整備事業

－小学校－

新たに建設される藤久保小学校では、各フロア
ごとに学年スペースを設けることが予定されてい
ます。新型コロナウイルスの感染などにより、学
習や行事の開催がままならないことも想定される
中、学年スペースの利活用が子どもたちの学習
や活動の広がりにつながることが期待されます。

コロナ等にも対
応できる学習場

所

藤久保地域拠点施設整備事業の基本理念である『未来創造拠点』の実現に向け、複合施設の隣に建設される
藤久保小学校。子どもだけでなく、住民の夢が溢れる未来の学校を地域のみんなで創りあげていきませんか。

町の教育の明る
い未来へ

新型コロナウイルスの影響で学校の日常は大き
く変わりましたが、従来の教育内容を見直し、前
例踏襲の教育から新たな一歩を踏み出すよい機
会となりました。進めている藤久保地域拠点施

設整備事業の学校づくりも、学校、
そして三芳町の教育が発展するチャ
ンスだと考えています。地域の皆
さんの新しい発想で、新しい教

育活動を考えることが地
域への還元につながり
ます。コロナに打ち克
ち、日常を取り戻した
先には、三芳町の教育
の明るい未来が待って
いるはずです。

藤久保小学校

佐藤 和秀 校長

学 校 づ く り ＝ ま ち づ く り。

地域で創る未来の藤小地域で創る未来の藤小
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学年スペース

り
な
ど
、
伝
統
文
化
や
歴
史
を
大
切

に
受
け
継
い
で
き
た
地
域
で
す
。
そ

こ
に
新
し
い
世
代
が
加
わ
り
「
共
存
」

と「
融
合
」に
よ
っ
て
、新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
改
築
さ
れ
る
学
校
も
、
そ
こ
へ
通

う
児
童
や
保
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イ
デ

ア
に
、
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皆
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わ
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れ
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か
。
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住
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溢

れ
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創
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か
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※写真は先進事例地のものであり、実際の完成図とは異なります。
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校舎：4階建て 複合公共施設：3階建て

（鎌倉通り側から見た藤久保拠点の断面図）

今月号はここのお話です。

※図はモデルプランです。実際の完成図とは異なります。

老
朽
化
や
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
を
見
据
え
、
小
学
校
と

公
共
施
設
を
複
合
化
す
る
「
藤
久
保

地
域
拠
点
施
設
整
備
事
業
」。
新
し
い

小
学
校
は
「
子
ど
も
と
地
域
が
盛
ん

に
交
流
す
る
場
」
と
し
て
の
機
能
を

強
化
し
、
地
域
全
体
に
夢
を
与
え
る

学
校
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
複
合
施
設
に
隣
接
す
る
た
め
、
学

校
は
図
書
館
や
公
民
館
と
連
携
し
た

授
業
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。一
方
、

施
設
利
用
者
は
子
ど
も
と
ふ
れ
合
う

機
会
が
増
加
。
活
動
の
充
実
は
、
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

　
藤
久
保
は
お
囃
子
や
神
社
の
お
祭

充実した
学習環境！

きれいで
利用しやすい学校！
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